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ABSTRAK 

 

Nabila Azzahra. 2026. Systematic Literature Review Pelatihan Bahasa dan 

Budaya Jepang pada Calon Perawat di Indonesia. Skripsi. Program Studi 

Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengkaji pelaksanaan pelatihan bahasa dan 

pengenalan budaya Jepang pada calon perawat di Indonesia, faktor-faktor 

pendukung dan penghambat, serta dampaknya terhadap kesiapan calon perawat 

bekerja di Jepang. Metode yang digunakan adalah Systematic Literature Review 

(SLR) dengan menelaah sejumlah artikel ilmiah yang relevan, yang dipublikasikan 

dalam rentang waktu 2020–2026 melalui pangkalan data Google Scholar 

menggunakan bantuan aplikasi Publish or Perish. Pencarian literatur dirumuskan 

melalui kriteria PICO (Population, Intervention, Comparison, Outcome) dan 

disaring secara ketat berdasarkan metode standar PRISMA (Preferred Reporting 

Items for Systematic Reviews and Meta-Analyses). Hasil analisis komparatif dari 11 

artikel menunjukkan bahwa pelatihan bahasa dan budaya Jepang dilakukan melalui 

tiga tahapan utama (perencanaan, pelaksanaan, dan evaluasi). Bentuk pelaksanaan 

kegiatannya secara luring dan daring. Cakupan materi didominasi oleh penguasaan 

kompetensi linguistik dasar, serta pengenalan budaya kerja perawat lintas budaya 

(hospitality, etika kerja, dan gambaran profesi caregiver/ners di Jepang). Faktor 

pendukung pelaksanaan yang paling signifikan meliputi dukungan institusi 

pendidikan (sekolah/dosen) dan pemerintah dan tingginya motivasi serta 

antusiasme peserta. Sementara itu, kendala utama yang dihadapi meliputi 

keterbatasan materi yang mayoritas masih berada di tingkat dasar dan minimnya 

modul komprehensif yang khusus mengintegrasikan bahasa Jepang 

medis/keperawatan. Secara keseluruhan, pelatihan bahasa dan budaya Jepang 

memberikan dampak positif yang signifikan terhadap peningkatan keterampilan, 

serta memperkuat aspek psikologis berupa peningkatan rasa percaya diri, kesiapan 

mental, dan motivasi beradaptasi dengan struktur sosial masyarakat Jepang. 

Penelitian ini diharapkan dapat menjadi acuan bagi lembaga pendidikan 

keperawatan, guru bahasa Jepang, dan penyelenggara pelatihan dalam merancang 

strategi kurikulum dan modul pelatihan yang lebih spesifik, kontekstual, dan 

aplikatif guna melahirkan tenaga kesehatan Indonesia yang kompeten dan siap 

bersaing secara global. 

 

Kata Kunci: Pelatihan Bahasa Jepang, Budaya Jepang, Calon Perawat, Systematic  

         Literature Review 
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ABSTRACT  

Nabila Azzahra. 2026. Systematic Literature Review of Japanese Language and 

Culture Training for Prospective Nurses in Indonesia. Undergraduate Thesis. 

Japanese Language Education Study Program. Faculty of Languages and Arts. 

Universitas Negeri Jakarta. 

This study aims to examine the implementation of Japanese language and culture 

training for prospective nurses in Indonesia, focusing on supporting and inhibiting 

factors as well as its impact on their readiness to work in Japan. The method 

employed is a Systematic Literature Review (SLR) by analyzing relevant scholarly 

articles published between 2020–2026 through the Google Scholar database using 

the Publish or Perish application. The literature search was formulated using the 

PICO criteria (Population, Intervention, Comparison, Outcome) and strictly filtered 

based on the PRISMA (Preferred Reporting Items for Systematic Reviews and 

Meta-Analyses) standard method. Comparative analysis of 11 articles revealed that 

Japanese language and culture training is generally conducted through three main 

stages: planning, implementation, and evaluation. The training activities were 

delivered both offline and online. The content primarily focused on mastering basic 

linguistic competencies and introducing cross-cultural nursing practices (hospitality, 

work ethics, and the caregiver/nurse profession in Japan). The most significant 

supporting factors included institutional and governmental support and high 

participant motivation and enthusiasm. Meanwhile, the main challenges 

encountered were the limited scope of materials and the lack of comprehensive 

modules integrating medical/nursing Japanese. Overall, Japanese language and 

culture training has a significant positive impact on skill development and 

strengthens psychological aspects such as increased self-confidence, mental 

readiness, and motivation to adapt to Japanese social structures. This study is 

expected to serve as a reference for nursing education institutions, Japanese 

language teachers, and training providers in designing more specific, contextual, 

and applicable curricula and training modules to produce competent Indonesian 

healthcare professionals ready to compete globally. 

Keywords: Japanese Language Training, Japanese Culture, Prospective Nurses,  

                   Systematic Literature Review 
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インドネシアにおける看護師候補への日本語・日本文化研修に関する体

系的な文献レビュー 

 

ジャカルタ国立大学 

ナビラ・アザーラ 

nabilaazzah41@gmail.com 

 

概要 

A. 背景 

日本は、出生率が下がり、高齢者が増えているため、働く人が

足りなくなっている。特に、看護師の仕事は多くの人が必要である。

インドネシアと日本の協力は、インドネシアの看護師や介護福祉士を

日本へ送る大切な道になっている。 

インドネシアのいろいろな学校や大学の研究では、日本語と日

本文化の研修が看護師候補にとってとても重要だと分かった。この研

修は、会話の力を高めるだけでなく、文化に慣れる力も強くするので、

インドネシアの看護師は日本での仕事の問題にもっとよく対応できる

ようになる。 

本研究は、看護師候補に日本語と日本文化を紹介するために、

次のステップを考える参考になるように、はっきりした情報をまとめ

ることを目的としている。 

B. 問題提供 

本研究は以下の課題を設定する。 

1. 過去 5 年間に発表された研究結果によると、インドネシアの看護学

生に対する日本語・日本文化研修はどのような状況にあるか。  

2. 2020 年から 2026 年に発表された研究に基づき、インドネシアの看

護学生に対する日本語・日本文化研修の実施を促進する要因と阻

害する要因は何か。  

3. 日本語・日本文化研修は、インドネシアの看護学生の準備態勢にど

のような影響を与えているか。 
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C. 解決 

本研究は、インドネシアの看護学生を対象とした日本文化・

言語研修に関する先行研究を、系統的文献レビュー（SLR）の手法を

用いて検討することを目的とした文献研究である。研究の資料とな

る論文は、Google Scholar のデータベースから検索した。使用した

論文は、設定された研究目的に関連するものである。本研究におけ

るデータ収集には、文献調査／文書調査の手法を用い、PICO 基準に

基づいて検索語句を決定した。PICO 基準とは、焦点を絞った具体的

な研究課題や臨床的問いを策定するために用いられるフレームワー

クである。本研究で用いたデータ分析手法は、PRISMA（Preferred 

Reporting Items for Systematic Reviews and Meta-Analyses）であ

る。 

PICO 基準による初期検索で見つかった研究結果は、計 2,984

件の論文であった。タイトルが同一または重複する論文を除外した

結果、1,924 件の論文が残り、これらについてタイトルと抄録の選定

を行うこととなった。タイトルや抄録が関連性のない 1,882編の論文

は除外された。潜在的に有用かつ関連性のある 42 編の論文について、

包含基準および除外基準に基づきさらに精査を行った。除外基準に

該当し、除外される論文は 31 編であった。一方、包含基準を満たし、

本研究で使用される論文は 11編であった。 

過去 5 年間にインドネシアの看護学生を対象に行われた日本

語・日本文化研修は、出生率の低下と高齢化の進行により生産年齢

人口の危機に直面している日本における現実的なニーズから生まれ

たものである。2007年以降の IJEPA（インドネシア・日本経済連携協

定）を通じた二国間協力は、インドネシアの医療従事者にとって大

きな機会をもたらしたが、研究によれば、直面する主な障壁は日本

語能力の不足および日本の職場文化への適応である。 

インドネシアの看護学生を対象とした日本語研修は、基礎的

な日本語能力の向上において一貫して成果を上げています。受講生

は、挨拶、自己紹介、ひらがな、そして日常生活や看護の現場に関

連する簡単な語彙を習得することができた。この基礎的な言語能力

の習得は、医療用語や日本語試験の準備といった次の学習段階に向

けた重要な基盤となり、本研修はより高度な言語能力への入り口と

しての役割を果たしている。 
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研究の総括によれば、日本語研修に看護特有の教材を統合す

ることは、受講者の職業的準備態勢に有意な影響を与えることが確

認された。医療用語、臨床的な文型、および患者とのやり取りで使

用される簡単な表現は、文脈に応じたコミュニケーション能力の向

上に寄与することが実証されている。いくつかの研修プログラムで

採用されている集中型モジュールやロールプレイ手法は、コミュニ

ケーション上の障壁を克服する上で有効であり、これにより参加者

は日本の医療施設における業務の要求により備えることができる。 

インタラクティブ動画、Quizizz アプリ、オンラインモジュー

ルといった革新的な学習メディアの活用は、受講者の関与を高め、

研修成果を強化することが実証されている。インタラクティブな講

義、グループディスカッション、会話シミュレーションといった多

様な手法は、受容的スキルと生産的スキルの両方を網羅した、より

包括的な学習体験を提供する。こうした革新的な教材や手法により、

研修は言語理解を深めるだけでなく、参加者が積極的に日本語を使

用する自信を築くことにもつながる。 

日本での就職機会に対する肯定的な認識と、参加者の高いモ

チベーションが、研修の成功を後押しする要因となっている。学生

の多くは、言語能力の不足や文化への適応に関する懸念はあるもの

の、日本での看護師という職業を有望なキャリアの機会と捉えてい

る。卒業生の体験談を交えた研修は、参加者の見識と精神的な準備

を高めることが実証されている。強い動機付けは学習プロセスへの

関与を強め、参加者が継続的に日本語学習を進めるよう促す。 

最も大きな後押しとなった要因は、研修の実施を直接的に促

進する教育機関の支援と政府の政策の存在である。機関からの支援

に加え、参加者の熱意も重要な後押しとなった。その他、多様な学

習教材の活用や経験豊富な講師の関与も、大きな役割を果たした。 

一貫して見られる主な障壁の一つは、カリキュラムや教育施

設の制限である。技術的な障壁は、特にオンライン研修において、

かなり大きな妨げとなる要因となっている。その他の顕著な障壁と

しては、看護向けに特別に設計された日本語モジュールが不足して

いることが挙げられる。 

日本語研修は、基礎語彙や医療用語の面において、参加者の

言語能力の向上に直接的な効果をもたらす。言語能力に加え、研修
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は参加者の心理的側面、特に自信やモチベーションの向上にも寄与

する。日本の職場文化の理解と統合された日本語研修は、参加者の

社会的適応力にプラスの効果をもたらす。 

 

D. 結論 

インドネシアの看護学生を対象とした日本語研修は、基礎的

な日本語能力の向上に一貫して成果を示し、医療用語や日本語試験

準備といった次の学習段階に向けた重要な基盤を形成している。看

護特有の教材やロールプレイ手法の導入は、職業的準備態勢を強化

し、日本の医療現場におけるコミュニケーション能力の向上に有効

であることが確認された。 

さらに、インタラクティブ動画やオンライン教材などの革新

的な学習メディアの活用は、受講者の積極的な関与を促し、言語理

解と自信の向上に寄与している。教育機関や政府の支援、参加者の

高いモチベーションは研修成功の主要な要因であり、卒業生の体験

談も精神的準備を強める効果を持つ。 

一方で、看護向けに特化した教材の不足、教育施設やカリキ

ュラムの制限、オンライン研修における技術的障害は依然として課

題である。 

総じて、日本語研修は言語能力の向上のみならず、心理的・

職業的な準備を強化し、インドネシア人看護師候補の日本での就業

適応力を高める重要な役割を果たしている。

 


